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とぴっくとぴっくすす
まちの話題や出来事を紹介しますまちの話題や出来事を紹介します

　地域の良さを知ろうとふるさと教育の一環で、５
月27日に母里小学校の５年生が学校近くにある約
200㎡の田んぼで田植えを体験しました。
　児童13人は地域ボランティアから田植えの仕方
を教わった後、はだしで田んぼに入り、15cmほど
に成長した苗を植えていきました。
　はじめて田植えを体験した栂瀬茉央さんは「田ん
ぼの中がぬるぬるして少し怖かったけど、楽しく植
えることができました」と話していました。

　河井寬次郎生誕130年を記念して「寬次郎魂
こころ

のこ
とば展」（新型コロナウイルスの影響で１年延期）
が５月20日から26日まで、安来市観光交流プラザ
で行われました。会期中は、寬次郎が生前残した詩
や創作の四字熟語など約50点が展示されました。
　23日には寬次郎の孫で河井寬次郎記念館（京都
市）の学芸員である鷺

さぎ

珠
た ま え

江さんによるリモート講演
会を開催。「心刀彫身」や「ひとりの仕事でありな
がらひとりの仕事でない仕事」などの言葉を例に挙
げ、本人がどのような思いを込めて書いたのかを解
説しました。

心に残る寬次郎の言葉を展示

元気に育て、 もち米田植え

　情報科学高校は、文部科学省「地域との協働
による高等学校教育改革推進事業」の指定校に
選ばれています。魅力化コンソーシアム第１回運
営指導委員会が開催され出席。会では同校の活
動報告のあと、私を含む各専門分野の委員ととも
に指導・助言を行いました。
　今後もデジタル社会に対応できる人材を育成で
きるよう、地域で協働していきます。

　十神小学校の振替休業日に
行われる「寺子屋とか

み」で行った工作。子どもた
ちは説明書を読んで、

自分なりに考えながら取り組
んでいました。

�　　　　　　　　５月31日：
安来中央交流センター
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遊びながら体を鍛える

デジタル技術で地域課題を解決

　子どもたちに、まちの良さを発見したり、さまざ
まな体験をしたりしてもらおうと結成される「あら
しまキッズもりあげ隊」の活動が今年度も始まりま
した。５月16日に行われた第１回の活動はピラティ
ス体験。「心身改善研究所」の木戸大貴さんを講師に、
遊びで体幹を鍛えるエクササイズに挑戦しました。
子どもたちは、自然に体の使い方を覚えたりバラン
ス感覚を身につけたりできる運動を楽しみました。
　木戸さんは「ピラティスはリハビリから始まった
エクササイズ。誰でも簡単に取り組めるので、多く
の人に知ってもらいたいです」と話していました。

　デジタル技術を活用して地域課題を解決する力を
身につけてもらおうと今年度から始まった「イイネ
やすぎプロジェクト」。5月 15日に「さんそ学習館
ケイオス」で開校式とキックオフ研修会を行いまし
た。同研修会ではグループに分かれて地域にある課
題を検討。観光や中山間地域支援、産業振興などの
分野が話し合われました。
　今後は、関連する企業や団体への訪問などを通し
て、デジタル技術を使って課題を解決する方法を
探っていきます。

このマークの記事は、関連写真を「市公
式フェイスブック」で公開しています。

自然と音楽のコラボレーション

　広瀬の自然豊かな風景の中で音楽を楽しんでもら
おうと、５月９日に「だいすきひろせ音楽会」が三
日月公園河川敷で開催されました。この音楽会は、
広瀬町在住のサックス奏者�澤田利明さんと女性10
人で結成する「ひろせしあわせ現像所」が企画し、
賛同する地域の人たちの支援で実現しました。
　山陰で活躍する澤田さん率いる「SAWADA�
band」や、数多くの作曲を手掛ける田部由美子さ
んがゲストボーカルで出演。自然豊かなロケーショ
ンと素敵な演奏で、来場者は笑顔に溢れていました。

たたらの恩恵、 卜蔵新田を望む

　たたら製鉄の魅力や卜蔵孫三郎の功績などを知っ
てもらおうと５月15日、「和鋼博物館公開講座」を
古代出雲王陵の丘で行いました。
　市内外から集まった23人の参加者は、王陵の丘
の頂上を目指しスタート。移動途中で同館職員が、
砂鉄採取の「鉄穴流し」の手法により水田を造成し
た卜蔵新田などを解説。見晴らしの良い場所で、参
加者たちはたたら製鉄の技術が育んできたさまざま
な産業との関わりや、歴史を体感していました。
　参加した玉川雅章さんは「たたら製鉄の恩恵を知
る、良い機会になりました」と話していました。
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